
皆さん、こんにちは。本日は、NSKのサステナビリティ説明会にご参加いただき、誠に
ありがとうございます。
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本日はNSKのサステナビリティの考え方、そしてサステナビリティの中でもカーボンニュー
トラルを中心にご説明申し上げます。またその中で、我々がBearings & Beyond
で、どのように新しい価値を作っていきたいかをご報告いたします。
それでは、4ページ目をご覧ください。
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ここではNSKのサステナビリティの考え方について、ご説明いたします。

当社では、企業理念に基づいた事業活動そのものが、NSKのサステナビリティと考え
ています。

NSKの企業理念は、『MOTION &CONTROLTMを通じ、円滑で安全な社会に貢
献し、地球環境の保全を目指すとともに、グローバルな活動によって、国を越えた人
と人の結び付きを強めます。』と定めています。

すなわちNSKの事業領域を通じて社会と環境の持続性を保ち、それと共にパートナ
ーシップにのっとり、我々の企業活動を続けていきたい、そして社会と環境の持続的
発展に貢献していきたい、ということです。



MTP2026では、「収益を伴う成長」として事業環境の変化の中でも、持続成長可
能な事業基盤が確立され、そしてそれを支えるために、「経営資源の強化」として、
特にデジタルの力を活用して、事業変革を起こし続けていくことを目指していきます。
さらに「ESG経営」を基本とし、社会から必要・信頼され選ばれる企業であり続ける。
これら3つの経営課題を回していきます。

その結果生まれてくる価値を基に、社会課題の解決への貢献と、NSKの持続的成
長を両立させることで、100年、1000年先も社会から必要とされ、信頼されて、選
ばれ続ける企業になりたい。MTP2026を持続的成長を可能にする企業基盤の再
構築の期間と位置づけています。

5



このページは、先ほど申し上げたNSKが作っていきたい価値を、簡単に示したもので
す。

一言で言えば、我々のトライボロジーの技術に、デジタル技術を融合することで価値
を創出し、豊かな社会、産業の発展に貢献していきます。

今中期では特にデジタル技術を使って、軽量化、低摩擦、エネルギーの削減、破損
防止、余寿命予測、静音/制振、精密制御といったNSKの差別化技術を製品に
落とし込み、それにより、お客さまやその先のユーザーが期待する安全・安心で快適
なモビリティー、EVの航続距離の延長、工場・設備の生産性向上、設備の安定稼
働、資源の有効活用、再エネ普及に貢献、社会のカーボンニュートラルを達成してい
きます。そして、それらの期待に応えていくことで、豊かな社会、産業の発展に貢献し
ていきます。
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MTP2026では、サステナビリティのもと、さまざまな取り組みを進めていきますが、こち
らでは、その6つの柱を記載しております。

1つ目が環境です。FY2035にScope1、2でカーボンニュートラルを目指して、環境
貢献型製品・サービスを提供すると共に、自らが排出するCO2を削減していきます。

人材では、人的資本を活用し、多様な人材が集まり成長できる会社、そして安全、
健康な職場づくりを目指していきます。

品質では、生産の超安定化という取り組みを今中期では特に掲げております。生産
の超安定化とは、品質だけでなく、安全、生産性、そしてCO2排出量などが絡み合
っており、各工場がビジョンを持って取り組んでいきます。

ガバナンス・コンプライアンスでは、グループガバナンスの強化とステークホルダーとの対
話の進化を進めてまいります。

安全な工場、現場、そして職場環境について、KGI、KPIを持って進めていき、イノベ
ーションでは、特にこの中期では、Bearings & Beyondで、新しい価値を創造して
いきます。

これらについては、私の直轄下で、コアバリュー委員会、Bearings & Beyond委員
会、デジタル委員会、人材委員会という4つの委員会が様々な取り組みをフォローし
ている状況です。
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ここからNSKのカーボンニュートラルの取り組みについて説明いたします。
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このページは、当社のカーボンニュートラルや環境への取り組み推進の歴史を示して
います。

1980年代から環境問題が大きく取り沙汰され、NSKも共に歩みを進めてきました。
中でも2010年以降は、企業に対する環境への取り組みの期待が大きく高まり、そ
の動きを加速させることが求められてきました。

NSKでは、2019年以降、ESG経営を第6次中期経営計画で謳い、2021年には
MTP2026に向けてカーボンニュートラル推進部を先行して設立し、中期での達成
目標や活動内容を整理してきました。
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NSKのCO2排出量削減への取り組みは、「つくる」と「つかう」の2つで推進していきま
す。

NSKの製品・サービスを通じて、社会のカーボンニュートラル実現に貢献していくことが
「つかう」であり、その製品・サービスを、カーボンニュートラルな工場・技術部門で生産
していく、生み出していくという考え方が「つくる」になります。

「つくる」では、NSKのトライボロジー技術をどのように環境貢献型製品に活かしていく
かに取り組んでいます。その一例として、左側上に電気インピーダンス法の開発を挙
げております。油膜を可視化することで、極限まで抵抗を低くして、摩擦を減らしてい
くという技術で、ベアリングだけではなく、トライボロジーに密接する機械部品、設備を
含めて、応用が利きます。

さらに事業活動では、右側上のように、工場での省エネ、技術革新、再生可能エネ
ルギー活用の3つの取り組みによりCO2削減を進めていきます。

そこから生まれてきた商品自体も、今あるベアリングや直動製品に比べて、より一層
低トルクであったり、高効率であったりという形で、お客さま、皆さまのエネルギー消費
量削減に貢献していきます。

さらにその先については、左側下のように、単に商品価値を高めるだけではなく、商品
を上手に使うことで長く使っていただいたり、修理して使っていただくことも、我々のビジ
ネスのスコープに入れていきます。
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このページでは、2021年度における進捗と2026年度の目標を、「つくる」と「つかう」
に分けて説明いたします。
「つくる」では、2035年にScope1、2でカーボンニュートラル達成を掲げ、まずは
2026年までに、対17年比で、CO2排出量の半減を目指しています。21年時点で
、25％の削減まで進みました。22年度を含めると、30％近くの排出量達成になると
考えています。

「つかう」では、300万トンの削減を目標としています。300万トンとは、17年時の
NSKのScope1、2、3でのCO2排出量と同程度であり、この300万トンを新しく我
々の置き換える製品もしくは製品技術で、低燃費、エネルギー効率向上などに貢献
することで、CO2排出量を削減していきます。現在234万トンを削減しており、2026
年に向けて計画通りの進捗となっています。



続きまして、「つくる」です。
「つくる」という視点でScope1、2を見ますと、当社で大きなウエイトを占めるのは、熱
処理、機械の稼働、そして空調であり、それぞれに対処していきます。

省エネで、21年、22年に中心的に取り組んできたのが空調の改善です。
空調設備のエネルギー効率化は、工場全体のエネルギー使用量に対して大きく利い
てきます。さらには、断熱塗装等を工夫することでも、効果が出てきています。もちろ
ん、省エネ技術は世界的に進歩しており、技術が進化していますので、それぞれの工
場の取り組みをシェアしながら、最も効率の良いものを選んで使っていきます。

右側は技術の革新です。熱処理は電化を進めるだけではなく、さらにその効率を上
げるため、新技術の開発も進めています。
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「つくる」においては、再エネ活用も進めていきます。

NSKは2035年にScope１、２でカーボンニュートラルを目指していますが、「つくる」
の中では、再エネの活用を約50％、省エネの活動と技術革新で残りの半分という割
合で、CO2排出量の削減を進めます。

再エネの活用については、特に欧州では2021年度に全生産拠点で、100％グリー
ン電力への切り替えが進んでいます。本年度は国内での導入を加速させています。

右側のグラフで示したとおり、2021年度は177GWhと、工場で使用しているエネル
ギーの約12％程度が再エネ由来に切り替わっています。2022年度では、それをさら
に進め、30％近くに跳ね上げていくことを目標としています。



こちらは「つかう」の主な取り組みです。

「直接貢献」は、NSKの製品が低トルク、低摩擦等で、従来の軸受やそのシステム
製品に対して、どれくらいCO2排出量削減に貢献したかを算出して、販売数量を掛
けたものです。
「間接貢献」は、NSKの製品が、お客さまの装置や設備を通して間接的に貢献した
量を示しています。
グラフに記載しているCO2排出削減貢献量の数字は、ベアリング工業会で定量化ガ
イドラインの作成を進め、それを基にして計算したものです。

我々は、最低限、2026年までに製品を通じて、自社の排出分と同レベルのCO2削
減に貢献していきます。
当然その先では、実質的にScope3までを含めたカーボンニュートラルを目指しますが
、MTP2026の1年目の取り組みとしては、それをどのように展開していくのか、議論を
進めているところです。
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最後にBearings & Beyondについてです。
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このページは、脱炭素社会への貢献が、NSKの収益を伴う成長の機会であることを
示しています。

左側にある円グラフは国内のCO2排出量を、エネルギー部門、産業部門、運送部
門等と部門別に分けたものです。そしてそれぞれの部門に関わる当社の製品・サービ
スが、どのように貢献して、価値を提供していくかを記しています。

右側にありますように、EV化による需要減や、カーボンニュートラルへの対応の遅れに
よるレピュテーションの低下、さらにはサプライヤーパネルから外れるなど競争力の低下
といったリスクも想定されます。そんな中で我々は、環境への貢献を価値に変えていく
ことで、中期的にリスクをオポチュニティに変えて売上を伸ばしていきます。
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17ページでは、EV化、鉄道、18ページでは再生可能エネルギー、工作機械設備へ
の貢献として、先ほど申し上げた技術で差別化をして、我々が世の中に認められるで
あろう分野で、商品力の強化を図っていくことを示しています。

続きまして19ページをご覧ください。
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この図は、Scope1、2、3全てが含まれており、NSKが最終的に目指したい姿です。

当社ではバイオグリースやバイオマスプラスチックといった植物由来の「材料」を使った
製品の開発を進めています。また、グリーン鋼材の活用も含めて、サプライヤーとの連
携を深め、Scope3も含めたカーボンニュートラルを目指していきます。

「生産」には、自社の活動だけではなく、我々の活動を支えてくださる多くのサプライヤ
ーさん、調達先との協業が含まれます。現在は、取り組みの途上としか言いようがな
いのですが、今中期では、ここでの取り組みを進め、根付かせてまいります。

また先ほど申しあげた「つくる」「つかう」の両方に入る、「輸送」への取り組みも進めて
いきます。
「使用」する中で、循環型に使うことも一つの技術であり、これもモデルとなるでしょう。
そして、現在電炉材等、スクラップの「リサイクル」も進めています。

これらを含めて、いわゆる循環型にライフサイクル全体で、CO2排出量削減への貢献
を目指していきます。
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前ページでの活動も含め、当社では環境貢献に資する新しい製品を世の中に提案
していきます。この中期では、500億円の売上を目指しており、これらが、次のビジネ
スの柱となるように育てていくことが、当社のMTP2026における活動です。
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以上、「変わる、超える」で新しい動きをカタチにしていくという考えのもと、われわれ従
業員一同、カーボンニュートラルの考え方を共有し、取り組みを進めていきます。



本日は、ご清聴ありがとうございました。
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